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サステナブル経営支援ローン 
評価レポート 

評価日：2025 年 11 月 28 日 

 

 

株式会社北洋銀行 

旭川中央支店 

 

1. 基本情報  
企 業 名 株式会社光運輸 

代 表 者 名 髙山 博文 

所 在 地 旭川市永山 14 条 3 丁目 2番 29 号 

資 本 金 2,000 万円 

従 業 員 18 名 (2025 年 11 月現在) 

業 種 運送業 

事 業 内 容 
運送業：青果、食品の配送、集荷 

倉庫業：預り貨物の保管、管理 

沿 革 

2004 年 

2014 年 

2025 年 

髙山明夫氏が運送事業を継承 

髙山博文氏が代表取締役就任、株式会社光運輸へ社名変更 

倉庫業開始 

 

 

2. 経営理念 

 

経営理念 

「未来へ挑戦し、信頼を運ぶ」 

  

 

光運輸は、創業 30 年以上にわたり、安全、確実な輸送を通じて信頼を積み重ね、変化を恐れず挑戦し続ける

ことで、成長する企業を目指している。 

輸送品質の向上を追求し、車両・温度・時間など、あらゆる管理に高いプロ意識をもって取り組むことで、お客さ

まの期待を超えるサービスを提供する事を使命としている。 
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3. 事業概要 

 光運輸は、旭川を拠点とする地場運送業者である。道北・道央・道東の広いエリアで、青果物をはじめ食肉・

鮮魚などの生鮮品の輸送を行い、『新鮮をそのままにお届けする』ことを使命としている。お客さまの大切な商

品を安全かつ確実に、そしてスピーディーにお届けすることで、地域の食と暮らしをつなぐ役割を果たしている。 

当社の「冷凍」「冷蔵」「定温」に対応した専用トラックは、各温度帯に応じた厳格な温度管理システムを搭載

し、季節や商品特性に応じた加温管理を実施することで、鮮度と品質を損なうことなく、安全、確実に商品を届

けることが可能である。 

 

 事務所及び保有車両 

 

 

 所有車両台数 

光運輸では、合計 20 台の車両を保有している。 主力と

なる 4t トラックによる細やかな配送から、大型トラックやトレ

ーラーによる大口輸送まで、輸送内容や荷量に合わせた

最適な車両手配が可能である。 

また、タイヤショベルによる、積み下ろし作業や冬場の排

雪をスムーズに行うことで、安全で確実な輸送体制を整え

ている。 

 

      

 

 

出所：株式会社光運輸 提供資料 

出所：株式会社光運輸 提供資料 
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2025 年 11 月に倉庫を 2 棟建設し、新たに倉庫業を開始した。ウレタン断熱材による高い気密性と、計画的

に設計された換気システムを備えた当社の倉庫は、高さ 8 メートルを超える開放的な空間を確保しながらも、年

間を通じて安定した保管環境を実現している。夏場の厳しい熱気をしっかりと遮断し、冬場は冷気の侵入を防ぐ

ことで、商品への温度・湿度ストレスを軽減し、品質保持に大きく貢献している。 

また、間口の広い搬入口を設けており、大型車両での搬入出や背の高い製品・多数量の貨物配送にもスム

ーズに対応が可能である。保管から出荷までの一連の入出庫作業が効率的に行える、機能性と柔軟性を兼ね

備えた倉庫設計となっている。 

 

 所有倉庫 

 

 

光運輸は、食品運送を担う企業として、『新鮮をそのままにお届けする』という使命のもと、荷質に合わせた車

両運用や効率的な配送計画、温度管理の徹底など、鮮度を維持した確実な輸送による食品ロスの削減及び温

室効果ガスの抑制に貢献している。 

また、ワークライフバランスの観点から社員が安心して働ける環境づくりにも力を注ぎ、有給休暇の取得促進

や社宅の完備など、働きやすい職場環境を整備している。さらに、資格取得支援制度によるドライバーの技術

向上やキャリア形成を推進するとともに、女性ドライバーの採用・育成にも積極的に取り組み、多様な人財が活

躍できる体制を確立している。誰もが安心して働ける環境を実現し、持続可能な物流と地域社会の発展に貢献

している。 

 

  

出所：株式会社光運輸 提供資料 
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4. サステナビリティ目標 
 光運輸の更なる企業価値の向上と、持続可能な開発の実現にむけた社会課題を踏まえ、以下のサステナ

ビリティ目標を設定した。この目標は、光運輸の事業エリアである北海道が持続的に発展し、魅力ある地域を

創り上げていくために策定した「北海道総合計画（2024）」などを参照し、設定したものである。目標達成への企

業行動を通じて、光運輸のプレゼンス向上と地域社会が目指す姿の実現に貢献するものであり、目標は有意

義である。 

 
(1) 環境面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 脱炭素社会への貢献 

目 標 ・ K P I 温室効果ガス排出量の可視化を実施する。 

関連する SDGs 

 

 

(2) 社会面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 人的資本経営の推進 

目 標 ・ K P I 消費者物価指数を上回る賃金上昇を継続して実施する。 

関連する SDGs 

 

 

留意事項 
本文書は、北洋銀行が借入人に対して実施する「サステナブル経営支援ローン」に際し、借入人の企業経営とサステ

ナビリティ目標に対する北洋銀行の評価を述べたものです。 

本文書に記載された情報は、現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビュー

などで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実現可能性、将来にお

ける状況への評価を保証するものではありません。 

北洋銀行は当文書のあらゆる使用に起因して発生する全ての直接的、間接的損失や派生的損害については、一切

義務または責任は負わないものとします。 

本評価書に関する一切の権利は北洋銀行に帰属します。評価書の全部または一部を自己使用の目的を超えての使

用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 


